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「目では見えないものを見たい．」これは古来からの人類の夢である．光学顕微鏡による昆虫や生体組
織の観察の歴史は１７世紀に始まり，今ではタンパクやＤＮＡのような巨大分子の動きが目で見える時
代となった．我々は最近，遂にオングストームサイズの小さな有機分子の動きを見ることに成功した
ので報告する，たとえば，飽和炭化水素分子をカーボンナノチューブに詰めて高分解能透過型電子顕
微鏡で観察すると，炭素の鎖が絡み合いながら形を変えるところや，一つ一つの分子がチューブの中
を動き回る所を約一分にわたる動画として記録できた．
　電子顕微鏡は今や金属原子一個一個を見分ける程の分解能を達成しているが，これを有機分子一分
子の観察に応用することはできないとされていた．十分の画像コントラストが得られない，また電子
線照射により有機分子は一瞬で分解すると信じられてきたからである．今回の研究は，適切な条件を
整えれば，有機分子の構造の画像ばかりでなく，その構造変化や運動までもが実時間で捉えられるこ
とを明らかにした．分子の集団の挙動を研究する手法は数多く知られているが，今回の研究は，分子
の動きや相互作用を一分子一分子ごとに調べられること初めて示したものである．これまで物質科
学研究が「分子の社会学」であるに対して，個々の分子の挙動を研究する「分子の心理学」が誕生し
た，といえるかもしれない．
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